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ひと・むら・やま を守るプロジェクトひと・むら・やま を守るプロジェクト
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山間部の宿場町

鳥取県西部地震で総倒れとなった墓石

耐震補強対象民家

街道と平行に変形している

 中国地方の中山間地は、全国平均を上回るスピードで

過疎化が進行し、高齢化率は中国地方全体では2000年の

20.6%から2002年には29.9%、同過疎化地域では33.0%から

41.2%に上昇すると予想されている。

 このような過疎化の一因として、輸入材との価格競争に

敗れた林業の衰退が挙げられる。これによって、植林さ

れた人工林が放置され、倒木となり山林の荒廃による環

境破壊を招いている。このような中で、2000年10月に発

生した鳥取県西部地震では、幸いなことに死者こそ出な

かったが、震源が山間地であったために、高齢者世帯の

古民家にも多大な被害を与え、過疎化に拍車をかけたこ

とは記憶に新しい。本耐震補強プロジェクトは、このよ

うな中山間地にある壁量の少ない高齢者が住まう古民家

を被補強建物と想定している。

BackgroundBackground－中山間地・過疎化・高齢化・集落消滅－

 本耐震補強プロジェクトに使用するのは図2,3に示す様な間伐材あるいは地場

産材から製造される木質ブロック(1)であり、人力のみで運搬可能である。補強

耐震壁は、これらの木質ブロックを積層して構築する。実際の施工は、特別な

重機や機器あるいは熟練した技能は必要なく、誰にでもできる簡易工法であり、

低コストでの施工が可能である。さらに、木質ブロックの使用は、結果として、

間伐材を含む地場産材の需要を促し、林業や木材加工業の地場産業の振興につ

ながり、新たな雇用を生み出し過疎化の防止にもつながるとともに、植林され

た樹木の管理ができず倒木となり、それが放置されるという山林の荒廃を間接

的に防止する効果、すなわち環境保全にもつながることが期待される。一方、

素材が地場産の木材であることから、古民家との意匠上の適合性も高く、高齢

者への心理的な圧迫も強くはないと考えられる。

　以上のように、本プロジェクトは、中山間地に居住する高齢者世帯の人命や

資産を守るとともに、副次的な効果として集落や山林を守ることを意図した提

案である。

 本プロジェクトは、壁量の少ない古民家に木質ブロックを

積層した耐震壁を増設し、強度ならびに剛性のバランスを

改善しようとするものである。図4には、本木質ブロック

の面内正負交番繰返し水平載荷時の復元力特性を示すが、

土台と頭つなぎ梁の間とのすべり変形を防止してやれば紡

錘形の安定したループを描き、壁倍率として2倍以上期待で

きる。また、鉛直耐力も木質ブロックの隔壁が局部座屈を

防止し、合板の耐力に準じた強度を有することを確認して

いるので、本木質ブロックによる適当な壁配置をとれば、

被補強古民家のパンケーキ状の崩壊が防止できる。図５に

は、実際に適用した古民家の例を示す。本古民家は中国地

方の中山間地の宿場町にあり、隣家との隔壁方向には十分

な壁が存在するが、街道と平行方向には壁が無く、街道方

向の水平体力が非常に低い。このような建物の間仕り(ふす

まor障子戸)に本木質ブロックを積層した耐震壁をバランス

よく配置し補強を施すものとする。図６には、木質ブロッ

ク積層壁の設置部分の拡大図と取り付けディテールを示す。

このような補強を有効とするためには、敷居部分、鴨居部

分の補強が必要であるが、本例の場合、これらの部材断面

は充分な大きさ有することから、これに対する補強は不要

となる。なお、本木質ブロック積層壁は、中空層を有する

壁体であることから、断熱性、遮音性に優れており、寒冷

地である中山間地に立地する古民家の暖房負荷の低減にも

有効である。

Design －強度抵抗型・木質ブロック積層耐震壁・鉛直耐力・遮音性・断熱性－Design

図１ 補強対象民家　平面図　１/100
耐震補強対象民家 内観

地震によって街道と平行に傾いた民家

図２ 木質ブロック写真 図３ 木質ブロックの種類と寸法

Before&AfterBefore&After

－木質ブロック・間伐材・地場産材・簡易工法・低コスト・環境保全－

GL
補強材

GL

床下

梁

柱

頭つなぎ梁

木質ブロック

脚部つなぎ梁

敷居

補強材

図５ 耐震補強(木質ブロック設置)後平面図

床下図４ 木質ブロックの面内正負繰返し水平載荷時復元力特性 (2)

図6 木質ブロック設置部詳細図
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